おむすびころりん       

むかしむかしの　おはなしです。
きこりの おじいさんは おばあさんが つくった だいすきな おむすびを
もって　やまへ  でかけました。

「そろそろ　おひるにしようかな」
おむすびを　たべようとしたとき、
ころころ　ころりん。
おむすびは　じめんをころがり、あなにおちてしまいました。

すると、
♪おむすび　ころりん　すっとんとん。
あなから　かわいいこえが　きこえてきました。
おじいさんは　おもしろくなって、もうひとつ　おにぎりをいれてみました。

♪おむすび　ころりん　すっとんとん。
♪もひとつ　ころりん　すっとんとん。
だれが　うたって いるのかなと ふしぎに おもい
おじいさんは　あなをのぞいてみました。

そのときです。
あしをすべらせ、おじいさんは あなのなかに　おちてしまいました。
ながい　ながい　とんねるをとおり、
ぐねぐねした　すべりだいをおちると、
そこには　きらきらまぶしい　きんいろのせかいが　ひろがっていました。

♪おむすび　ころりん　すっとんとん。
♪おじいさん　ころりん　すっとんとん。
かわいらしいこえのもちぬしは、ねずみたちでした。
ここは、ねずみのおうこくだったのです。

「おじいさん、おいしいおむすびを　ありがとう」
「おれいに、こんどはぼくらが　おもてなしします」
おじいさんは　たっぷり　ごちそうをたべ、
おみやげに　うちでのこづちをもらいました。

いえにかえると　おばあさんに、ねずみのはなしをしました。
「うちでのこづちをふると　なんでもすきなものが　でてくるらしい」
「まあ、それならわたしは　あかちゃんがほしいわ」

おじいさんが　うちでのこづちをふると
「おんぎゃあー」
たまのようにかわいらしい　あかちゃんがうまれました。
「みんなでなかよく　くらそう」
「たくさん　おむすびをつくりましょうね」
さんにんのいえには　いつまでも　わらいごえがひびいていました。
おしまい
